
（５）平成２5年（２013年）２月 1日 第　１８１　号ひらつか議会だより

平
塚
自
民
ク
ラ
ブ

総括
質問
主な質問と答弁

12
月
定
例
会

岩
田
　
耕
平 
議
員

輝
く
平
塚
未
来
像

問　
平
塚
市
が
持
っ
て
い
る
優

れ
た
地
域
資
源
や
特
性
を
生
か

し
、
行
政
組
織
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
、
独
創
的
な
ア
イ
デ

ア
の
発
揮
と
い
っ
た
地
域
総
動

員
で
の
人
材
活
用
に
よ
る
新
た

な
取
り
組
み
の
実
現
に
向
け
、

ど
の
よ
う
に
政
策
を
進
め
て
い

く
の
か
。

市
長　
政
策
立
案
機
能
の
強
化

や
経
営
的
視
点
の
導
入
な
ど
を

取
り
入
れ
、
平
成
25
年
度
か
ら

は
新
し
い
組
織
体
制
で
、
よ
り

出
縄
　
喜
文 

議
員

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

整
備
計
画
と
農
業
政
策

問　
新
幹
線
新
駅
と
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
橋
（
新
橋
）
に
つ
い
て
、

事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
予
算
の
概
略
な

ど
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　
Ｊ
Ｒ

東
海
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
開
業
後
は
東
海
道
新
幹
線
の

列
車
ダ
イ
ヤ
の
過
密
度
が
緩
和

さ
れ
る
た
め
、
自
治
体
か
ら
の

要
望
に
よ
る
「
請
願
駅
」
な
ど
、

新
駅
設
置
の
余
地
が
高
ま
る
と

の
認
識
を
示
し
て
い
る
が
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
予
算
は
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
。
新
橋
は
、
大

健
全
な
財
政
運
営
と
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
運
営
を
図
る
。

産
業
間
連
携
で
挑
戦

問　
産
業
活
性
化
に
向
け
た
平

成
24
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て

商
業
、
工
業
、
農
業
、
漁
業
、

観
光
産
業
が
連
携
し
新
た
な
産

業
活
性
化
を
展
開
す
る
「
平
塚

市
産
業
活
性
化
会
議
」
を
設
置

し
た
が
、会
議
の
状
況
を
伺
う
。

経
済
部
長　
過
去
２
回
の
会
議

で
は
活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
講
演
会
で
は
地

域
ブ
ラ
ン
ド
開
発
の
成
功
事
例

が
報
告
さ
れ
、
異
業
種
間
の
交

流
も
行
わ
れ
た
。

交
通
戦
略
と
道
路
行
政

問　
国
道
や
県
道
の
整
備
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

土
木
部
長　
国
道
１
３
４
号
の

拡
幅
工
事
に
よ
り
交
通
渋
滞
の

解
消
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
さ

が
み
縦
貫
道
路
の
開
通
に
よ
り

並
行
す
る
国
道
１
２
９
号
の
交

通
量
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

問　

今
後
は
平
塚
駅
南
口
や

「
な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
が

注
目
さ
れ
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
生
か
す
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
海
を

感
じ
る
景
観
と
、
松
並
木
と
調

和
し
た
ま
ち
な
み
の
形
成
を
目

指
す
。
市
外
か
ら
来
る
人
が
増

え
る
の
で
、
交
流
人
口
の
増
加

に
努
め
た
い
。

湘
南
新
道
整
備
事
業

問　
国
道
１
２
９
号
と
の
交
差

点
の
渋
滞
の
解
決
策
を
伺
う
。

土
木
部
長　
西
側
に
右
折
帯
が

な
い
た
め
湘
南
銀
河
大
橋
側
で

渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
短
期

的
な
解
決
に
向
け
信
号
の
制
御

を
変
更
す
る
た
め
神
奈
川
県
警

と
協
議
す
る
と
と
も
に
、
右
折

帯
の
設
置
も
要
望
し
て
い
く
。

大
門
通
り
周
辺

問　
国
道
１
号
の
平
塚
八
幡
宮

前
に
横
断
歩
道
と
信
号
機
を
設

置
す
る
よ
う
国
・
県
に
働
き
か

け
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

土
木
部
長　
横
断
す
る
歩
行
者

の
安
全
確
保
な
ど
課
題
は
あ
る

が
、
横
断
歩
道
と
信
号
機
の
設

置
を
強
く
働
き
か
け
る
。

問　
国
道
１
号
と
駅
前
大
通
り

線
が
交
差
す
る
宮
の
前
交
差
点

に
歩
道
橋
が
あ
る
が
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

土
木
部
長　
国
土
交
通
省
が
今

後
、
歩
道
橋
を
撤
去
し
、
横
断

歩
道
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
を

検
討
し
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図

る
の
で
、
本
市
と
し
て
も
促
進

を
図
っ
て
い
く
。

問　
市
役
所
新
庁
舎
を
造
り
、

日
産
車
体
跡
地
の
利
用
も
議
論

さ
れ
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
人

が
平
塚
市
を
訪
れ
る
こ
と
か
ら

人
の
流
れ
を
考
え
る
べ
き
だ

が
、
対
策
が
あ
る
か
。

市
長　
新
し
い
施
設
や
文
化
的

な
施
設
を
巡
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
人
の
流
れ
を
し
っ
か
り

作
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
中
で

大
門
通
り
か
ら
国
道
１
号
を
横

切
る
た
め
の
ル
ー
ト
は
大
切
で

あ
り
、
安
全
確
保
を
検
討
し
て

い
く
。

神
地
区
の
面
整
備
と
同
時
に
都

市
計
画
決
定
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
県
が
準
備
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
当
該
事
業
へ
の
本
市
の

負
担
は
な
い
。

問　
私
は
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
計
画

の
中
で
、
大
神
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
だ
け
が
突
出
し
て
い
る
こ

と
を
問
題
視
し
て
い
る
。
ほ
か

の
自
治
体
と
歩
調
を
合
わ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
は
思
わ
な
い
の

か
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　
歩
調

を
合
わ
せ
る
必
要
は
あ
る
。
た

だ
し
、
平
塚
市
と
寒
川
町
で
は

事
業
の
内
容
や
都
市
計
画
決

定
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
関
係
で

多
少
違
う
部
分
が
あ
る
。

問　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
計
画
に
よ

り
約
45
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
優
良
な

農
地
が
宅
地
化
さ
れ
る
が
、
農

業
関
連
団
体
の
意
向
調
査
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
、
見
解
は
ど

う
だ
っ
た
か
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　
農
協

は
、『
農
地
を
生
か
す
』
と
い

う
難
し
い
立
場
で
あ
る
。
国
の

農
林
漁
業
調
整
の
動
向
を
注
視

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
農

協
組
合
員
を
含
め
た
地
区
内
の

土
地
所
有
者
か
ら
は
、
お
お
む

ね
賛
同
を
得
て
い
る
。
地
元
の

土
木
水
利
組
合
委
員
や
生
産
組

合
の
代
表
者
も
地
元
組
織
で
あ

る
「
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
（
大
神
地

区
）推
進
委
員
会
」の
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
に
つ

い
て
の
議
論
の
場
で
は
、
特
に

反
対
意
見
は
受
け
て
い
な
い
。

相
模
川
西
部
土
地
改
良
区
に
つ

い
て
は
、
事
業
の
概
要
や
進
捗

状
況
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、
事
業
に
関
連
し
た
公
共

施
設
の
取
り
扱
い
な
ど
の
意
見

交
換
も
行
っ
て
い
る
。
農
業
委

員
会
の
見
解
と
し
て
は
、
地
元

農
家
の
代
表
者
も
会
議
に
参
加

し
て
お
り
、
地
元
で
の
意
見
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
45
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
、

優
良
な
水
田
が
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

計
画
の
中
で
消
え
て
い
く
こ
と

を
、
私
は
非
常
に
危
惧
し
て
い

る
。
農
業
委
員
会
で
は
ど
の
よ

う
な
議
論
が
さ
れ
た
の
か
。

経
済
部
長　
こ
の
よ
う
な
大
き

な
計
画
に
な
る
と
、
計
画
書
の

整
合
性
の
面
か
ら
農
業
委
員
会

の
範
ち
ゅ
う
を
超
え
て
い
る
と

考
え
る
。

　
昨
年
10
月
に
開
催
し
た
決
算

特
別
委
員
会
に
お
け
る
平
成
23

年
度
の
各
会
計
決
算
お
よ
び
病

院
事
業
決
算
の
審
査
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
審
査
の
概
要

　

決
算
全
体
に
関
す
る
質
疑
で

は
、
経
済
不
況
で
税
収
が
大
幅

に
落
ち
込
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
単
年
度
収
支
が
実
質
３
億

９
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
黒
字
と

な
っ
た
要
因
や
、
予
算
の
執
行

残
額
の
積
み
重
ね
で
あ
る
不
用

額
を
ほ
か
の
事
業
に
流
用
す
る

こ
と
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
全
員
異
議
な
く
、

各
決
算
は
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

◆　
　
　

◆

★
会
計
・
事
業
別
の
審
議
概
要

【
一
般
会
計
・
特
別
会
計
】

・
総
務
費

　

防
災
会
議
運
営
事
業
に
つ
い

て
、
予
算
の
執
行
率
が
38
％
で

あ
っ
た
た
め
、
実
施
時
期
や
会

議
の
在
り
方
な
ど
へ
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

・
民
生
費

　

平
成
23
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

市
民
提
案
型
協
働
事
業
に
つ
い

て
、
活
動
の
成
果
と
課
題
が
問

わ
れ
ま
し
た
。

・
衛
生
費

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
補
助
事
業
で
、
平
成
23
年
度

の
補
助
件
数
に
対
す
る
評
価

や
、
共
同
住
宅
も
補
助
対
象
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
検
討
状

況
な
ど
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

・
教
育
費

　

幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の
連
携
推
進
事
業
の
実

施
の
目
的
や
事
業
内
容
、
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

・
競
輪
事
業
特
別
会
計

　

臨
時
従
事
員
の
賃
金
に
つ
い

て
、
経
費
削
減
に
向
け
た
合
理

化
策
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

【
病
院
事
業
】

　

平
成
23
年
度
に
設
置
さ
れ
た

「
地
域
医
療
・
患
者
支
援
室
」

の
設
置
状
況
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
２3
年
度　

決
算
の
認
定

決
算
特
別
委
員
会
に
よ
る
審
査

平成23年度一般会計　歳入歳出の内訳

歳入総額
786億
8754万円

市税
421億9873万円
（53.6％）

国庫支出金
117億4623万円
（14.9％）県支出金

52億6469万円
（6.7％）

諸収入
36億4880万円
（4.6％）

市債
38億9320万円
（4.9％）

繰越金
28億3172万円
（3.6％）

地方消費税交付金
25億2459万円
（3.2％）

地方譲与税・交付金
16億7893万円
（2.1％）

使用料及び手数料
15億2374万円
（1.9％）

地方交付税
13億9186万円
（1.8％）

その他
19億8504万円
（2.5％）

歳出総額
747億
7097万円

民生費
307億1277万円
（41.1％）

土木費
97億6074万円
（13.1％）

　総務費
80億7605万円
　（10.8％）

教育費
68億5742万円
（9.2％）

衛生費
72億9108万円
（9.8％）

公債費
50億659万円
（6.7％）

消防費
27億6465万円
（3.7％）

諸支出金
16億9600万円
（2.3％）

商工費
9億2351万円（1.2％）

農林水産業費
6億4641万円（0.9％） 労働費

4億9316万円（0.7％）

議会費
5億4259万円（0.7％）

三が日に国道の横断が許可され
昔の姿を取り戻した大門通り


